
紹

介

　
　
　
懸
菅
居
古
三
身
四
第
二
塗

　
本
書
は
響
き
に
紹
介
せ
ら
れ
た
る
如
く
、
河
内
舞
田
八
幡
宮
の

艶
艶
家
で
あ
っ
た
菅
居
家
の
所
藏
文
書
を
輯
録
せ
ら
れ
た
る
も
の

整
理
・
編
纂
は
西
田
博
士
監
修
の
下
に
紳
宮
皇
學
館
敏
授
佐
藤
虎

雄
氏
が
當
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
、

　
第
二
巻
は
古
記
録
を
主
，
こ
し
、
患
田
八
幡
宮
に
卜
す
る
縁
超
、

瀞
費
目
録
、
日
録
、
並
に
宗
旨
入
別
帳
の
類
を
牧
め
て
み
る
。
比

較
的
近
泄
の
も
の
、
徳
川
中
期
以
後
の
も
の
・
み
で
あ
る
が
、
祉

入
胤
櫓
間
の
動
欝
を
知
る
材
料
を
提
示
し
、
特
に
維
新
三
時
、
榊

佛
分
離
の
際
に
於
け
る
三
田
八
幡
宮
の
妖
況
を
知
る
に
興
味
深
い

も
の
が
あ
る
。
　
（
旧
版
假
綴
六
九
〇
頁
、
旧
版
四
葉
、
京
都
菅
居

正
治
氏
襲
行
、
非
三
品
）
〔
以
上
寺
尾
〕

　
　
　
⑭
石
山
本
願
寺
H
記
上
巻

　
大
阪
府
立
圓
書
館
長
今
井
貫
一
君
が
在
職
二
十
五
年
を
記
念
す

べ
く
出
版
せ
ら
れ
た
も
の
、
從
來
「
天
文
日
記
」
ま
た
は
「
本
願
寺

B
記
し
く
」
し
て
知
ら
れ
て
居
た
謹
製
上
人
の
日
記
を
印
刷
し
た
も

　
　
　
第
十
五
備
昼
　
第
四
號
、
　
六
七
〇

の
で
あ
る
。
そ
れ
は
天
文
五
年
正
月
よ
り
同
二
十
三
年
八
月
迄
十

九
年
聞
の
記
事
を
含
み
本
願
寺
門
主
の
私
生
活
よ
り
他
家
ミ
の
交

渉
本
瀬
、
寺
の
行
事
、
本
願
寺
を
中
心
ε
す
る
石
山
六
町
の
商
業
、
堺

そ
の
他
近
接
都
市
の
事
箭
、
支
那
簡
船
の
來
航
な
さ
有
事
の
記
事

を
随
所
に
嚢
諾
す
る
こ
亡
が
出
來
、
極
め
て
興
趣
深
き
も
の
が
あ

る
ミ
共
に
有
力
な
る
史
料
ミ
す
べ
き
も
の
で
あ
る
、
本
書
が
本
願

寺
の
経
験
し
た
い
ろ
い
ろ
の
災
危
を
喋
れ
て
今
日
に
傳
は
れ
る
は

一
の
奇
蹟
－
こ
も
い
ふ
べ
く
更
に
一
画
そ
れ
が
西
本
願
寺
藏
の
原
本

に
基
い
て
印
刷
さ
れ
一
般
研
究
者
の
自
由
な
る
利
用
を
許
さ
る
Σ

に
至
っ
た
の
は
最
慶
賀
す
べ
き
こ
、
こ
で
あ
る
。
附
録
ミ
し
て
本
願

寺
系
岡
抄
及
下
間
家
系
圓
抄
を
添
へ
弛
の
は
本
文
の
理
解
の
爲
に

極
め
て
適
切
な
る
蓼
考
ε
な
る
で
あ
ら
う
。
　
（
菊
判
七
〇
六
頁
、

大
阪
今
井
貫
一
君
在
職
二
十
五
年
記
念
會
嚢
行
）
〔
肥
後
〕

⑳
吉
田
兼
好
筆
自
撰
家
集
（
複
製
）

　
兼
好
自
撰
の
家
集
な
う
も
の
は
つ
兼
好
法
師
集
」
の
名
を
以
て
群

書
類
從
の
中
に
も
蕾
め
ら
れ
て
る
る
が
、
今
こ
Σ
に
掲
ぐ
る
駈
の
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も
の
は
現
に
前
田
侯
欝
家
に
癒
せ
ら
れ
る
彼
が
自
筆
の
草
稿
本
の

複
製
で
あ
る
。
「
縦
七
寸
一
分
、
幅
五
寸
彊
、
墨
付
五
十
一
枚
、
奥

書
一
枚
白
紙
三
枚
の
鳥
の
子
を
料
紙
ミ
す
る
胡
蝶
装
一
班
、
表
紙

は
濡
色
印
金
鳳
若
く
づ
し
文
襟
の
魚
子
、
見
返
は
金
銀
箔
に
よ
っ

て
霞
野
毛
、
菊
花
丸
紋
の
圖
案
を
取
合
せ
頗
る
雅
趣
に
富
む
」
ミ

記
さ
れ
た
凛
本
の
面
影
を
さ
な
が
ら
に
傳
へ
て
毫
宋
も
間
然
す
る

所
が
な
い
。
正
に
現
代
の
有
す
る
技
術
の
最
高
可
能
を
示
す
も
の

ミ
い
ふ
べ
く
、
永
く
古
書
古
筆
を
愛
す
る
も
の
」
鑑
賞
に
堪
へ
う

る
で
あ
ら
う
。
別
に
添
へ
ら
れ
た
解
読
に
於
い
て
類
豊
本
以
下
諸

種
の
異
本
が
ξ
こ
し
て
、
原
本
の
改
訂
修
補
の
部
分
が
所
謂
ミ
セ

ク
チ
の
方
法
に
よ
る
爲
そ
の
い
つ
れ
の
本
文
に
從
ふ
か
に
由
照
せ

る
も
の
な
る
こ
ミ
を
明
に
せ
る
が
如
き
は
偶
々
か
く
の
如
き
草
稿

本
の
現
存
す
れ
ば
こ
そ
よ
く
要
し
得
た
こ
ε
で
あ
ら
う
が
、
ま
た

、
．
ひ
い
て
一
般
古
典
文
墨
の
本
文
整
定
上
一
の
暗
示
を
與
へ
る
も
の

ミ
い
へ
よ
う
。
（
奪
尊
閣
慰
謝
庚
午
歳
配
本
、
非
番
品
）

　
　
⑯
名
家
尺
順
第
二
輯
　
　
渡
邊
得
次
郎
編

太
誌
前
號
に
紹
介
せ
る
第
一
輯
に
尋
い
で
編
者
が
そ
の
牧
藏
に

　
　
紹
　
　
　
　
介

．
か
Σ
る
先
賢
の
懇
墨
中
よ
り
選
ぶ
所
，
岩
倉
具
覗
、
徳
川
齊
昭
、

藤
田
東
湖
、
鵜
飼
吉
左
衛
門
、
面
罵
監
物
、
伊
能
忠
敬
、
俘
信
友

　
尾
藤
こ
州
等
の
滑
歌
凡
て
十
通
を
牧
む
。
ま
つ
原
本
の
宣
…
昼
を
掲

　
び
そ
の
盤
渉
を
載
せ
、
解
説
を
加
へ
巻
末
に
三
浦
周
行
博
士
以
下

撒
士
の
史
論
を
添
ふ
る
等
そ
の
罷
裁
一
に
第
｝
輯
に
同
じ
い
。
岩

倉
都
響
の
も
の
は
明
治
三
年
十
二
月
薩
長
爾
藩
主
並
に
西
郷
隆
盛

　
の
上
京
を
促
す
爲
勅
を
奉
じ
て
西
下
せ
ん
ざ
せ
る
時
に
係
り
、
徳

川
齊
昭
以
下
の
撒
通
は
い
つ
れ
も
安
政
元
年
四
月
皇
居
炎
上
に
付

そ
の
再
建
に
鑑
湿
せ
る
時
に
属
す
る
。
忠
敬
、
信
友
、
二
州
等
の

書
歌
み
な
よ
く
そ
の
人
絡
を
反
映
せ
る
中
に
、
信
友
の
、
水
戸
の

西
野
宣
明
に
宛
て
、
そ
の
薯
下
野
録
竹
榮
抄
そ
の
他
の
批
正
を
請

ひ
、
「
七
＋
三
歳
の
馬
齢
に
及
び
夏
に
分
陰
を
惜
み
去
春
上
京
後
蓬

門
を
も
不
出
漫
に
寸
志
の
書
立
を
三
王
在
候
へ
ざ
も
生
涯
何
一
つ

可
脱
稿
力
は
無
之
候
」
云
々
ε
い
へ
る
が
如
き
、
殊
に
我
々
同
じ

道
を
歩
む
も
の
何
入
も
、
讃
悉
な
き
能
は
ぬ
で
あ
ら
う
。
　
（
美
濃

判
和
装
鉄
入
、
非
費
品
）

蛾
〃
十
五
傑
焔
　
餓
塑
四
號
　
　
　
山
ハ
七
一
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紹

介

　
　
　
麟
京
都
府
吏
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
調
査
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
一
冊

　
京
都
府
史
蹟
勝
地
保
存
委
員
會
の
昭
和
三
・
四
丁
年
度
に
亘
る

調
査
の
成
果
を
混
め
西
田
直
二
郎
博
士
、
佐
藤
虎
雄
學
士
の
執
筆

に
か
』
る
。
内
容
は
京
都
市
に
於
い
て
知
、
足
院
、
こ
保
元
鳳
遺
蹟
並

に
崇
徳
天
皇
御
廟
灰
郡
部
に
於
い
て
笠
置
山
の
史
蹟
及
び
名
勝
以

下
十
二
箇
所
に
及
ぶ
。
通
談
、
前
諸
冊
に
比
し
て
稽
々
紅
色
な
る
も

の
に
乏
し
い
感
が
な
い
で
は
な
い
が
、
就
中
保
元
狂
乱
崇
敬
の
篤

か
っ
た
崇
徳
論
の
難
語
及
び
御
影
堂
の
、
春
日
の
末
に
あ
っ
た
も

の
は
既
に
早
く
亡
び
、
介
緩
に
残
る
も
の
舐
園
歌
舞
平
癒
の
束
に

あ
っ
て
日
夜
弦
歌
の
聲
に
覆
は
れ
何
入
も
顧
る
も
の
な
き
に
至
ら

う
ミ
し
て
み
る
の
は
、
調
査
の
當
時
新
聞
紙
に
も
百
重
さ
れ
て
識

者
の
注
意
を
引
い
た
所
、
ま
た
相
樂
郡
法
華
寺
野
に
裁
て
嚢
掘
さ

れ
た
綴
壁
に
類
す
る
軍
立
が
件
出
す
る
瓦
に
よ
っ
て
奈
良
朝
お
そ

く
も
李
安
朝
初
期
の
も
の
ミ
断
ぜ
ら
れ
、
そ
の
構
造
そ
の
位
置
等

に
よ
っ
て
或
は
甕
原
離
宮
趾
若
く
は
國
分
尼
寺
趾
ざ
推
定
さ
れ
て

る
る
の
は
猫
研
究
の
講
書
を
残
す
ε
は
い
へ
、
十
分
注
意
さ
る
べ

き
も
の
で
あ
ら
う
。
（
四
六
倍
版
本
文
一
ご
貢
、
綱
版
四
二
葉
）

　
　
　
第
＋
五
巻

〔
以
上
柴
田
〕

第
四
號
　
　
　
山
口
七
二

　
　
　
轟
鱗
繋
影
堂
記
　
　
幕
礫
共
繹

　
佛
圃
海
軍
士
宜
諺
琴
解
雇
ω
旨
の
著
．
．
q
器
9
9
冒
讐
。
㏄
ξ

す
。
勲
霧
含
ド
b
o
吃
、
の
全
課
で
あ
る
。
全
篇
九
章
に
分
た
れ
其

中
五
章
が
下
樋
砲
撃
從
軍
記
、
他
は
彼
等
の
眼
に
興
味
深
く
映
じ

た
ら
し
い
日
本
の
祉
會
組
織
や
、
當
時
の
國
情
殊
に
幕
府
の
勤
外

方
針
目
こ
愈
王
壌
夷
の
蓮
動
の
關
係
に
就
い
て
槻
察
が
要
領
よ
く
記

さ
れ
て
み
る
。
明
治
維
新
実
の
究
明
が
悉
ゆ
る
方
面
よ
り
要
求
さ

れ
て
る
る
時
本
書
も
亦
其
洋
館
の
た
め
に
有
毒
な
る
一
使
命
を
果

し
得
る
で
あ
ら
う
。
課
文
流
暢
箪
な
る
敷
物
ミ
し
て
も
興
味
深
ぐ

珍
談
さ
れ
る
。
爾
附
録
思
考
資
料
－
こ
し
て
英
國
公
使
ア
ル
コ
ッ
ク

の
報
告
歌
等
二
＋
鋤
を
載
せ
て
本
文
記
事
を
補
足
し
叉
其
誤
謬
を

訂
正
し
て
み
る
。
（
四
六
判
　
四
一
四
頁
、
定
三
一
、
五
〇
　
李
凡

赴
登
行
）
〔
藤
〕

⑭
近
代
日
支
配
驕
係
の
研
究

田
保
橋
　
潔
著

本
書
も
亦
前
書
・
こ
略
同
時
に
第
三
輯
ざ
し
て
王
冠
さ
れ
著
者
が
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